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３月定例会
令和７年度一般会計予算
 　　　…………Ｐ３

一般質問　８名
千ケ日向総合グラウンド付帯設

備の改修は

産業としての農業。今後の町の

考えは　　　　　　　　　他

   …………Ｐ４〜９

令和６年度３月
佐久穂中学校９年生美術作品
「私の出身地はね」
こばやし　　 あゆむ

小林　歩夢さん
（野沢北高等学校理数科１年）

　佐久穂町の好きなところを、白樺を
境界線にして描きました。中学の頃は、
美術創作活動部だったので、それぞれ
のものを自分の持っている技術を全部
出して表現したつもりです。特に同級
生には、夜空のグラデーションが素敵
だと言ってもらえました。
　高校生になったら数学と班活動を充
実させたいと思っています。班活動は、
美術班にしようか、演劇班にしようか、
それとも・・・とワクワクしています。
これからも、この絵を描いたときと同
じように、大好きな故郷である佐久穂
町に、自然が美しい、災害のない穏や
かな日が続くことを願っています。



令和７年度予算　骨格予算
一般会計　歳入・歳出
　　　　79億5000万円
　　　　　　　　前年対比　5.6％↘

総合政策課

特別会計
・町立千曲病院　
　収益的収入・支出　　20億1110万円　3.9%↗
　資本的 収入　　 　　  １億9662万円　4.4%↘
　　〃　 支出　  　　　 ３億  488万円　0.9%↘

・簡易水道事業
　収益的収入・支出　　　　1818万円　18.1%↘
　資本的 収入　　　　　　　 160万円　同額
　　〃　 支出　　　　　　　 161万円　0.06%↗

・農業集落排水事業　
　収益的収入・支出　　　　1212万円　27.3%↘
　資本的収入・支出　　　　  557万円　  4.0%↘

・国民健康保険
　12億6628万円　5.5%↘

・後期高齢者医療
　１億8400万円　 6.1%↗

・住宅改修資金等貸付事業
　624万円　　　　3.7%↘

・介護保険
　15億 500万円　 1.4%↘

・住宅地造成事業
　3653万円　　  43.1%↗

・老人保健施設
　４億2469万円　 6.0%↗

総  務  課

こ ど も 課

建  設  課

産業振興課

健康福祉課

住民税務課

骨格予算って何？

各課の
注目事業

軽の電気自動車　１台購入
駐在所跡地等売却する
ための境界測量

「ふるさと納税事業」
　全面民間委託へ

「戸籍住民基本台帳」
　戸籍法改正への対応

帯状疱疹ワクチン
接種開始

「荒廃農地造成事業」　
　柳沢・馬越・蛇石地区にて飼料用
　作物と高原野菜栽培用に整備

「学校給食費」　
小学校５円、中学校10円を値上げ
全額町費負担は継続

４月13日に開催される
「ツール・ド・八ヶ岳」へ補助金

本来予算はその年度のすべての歳入・
歳出で編成されますが、町長改選の年
度は政策的判断ができにくいため、政
策的経費などの予算計上を避け、義務
的経費や継続的事業を中心に予算を作
成します。こうした予算を骨格予算と
いいます。

骨格予算って何？

生涯学習課 茂来館
メリアホール修繕

２



経済対策支援金
　住民税非課税世帯に３万円を給付する令和６年度
佐久穂町物価高対策緊急支援給付金と、県が実施す
る経済対策支援金として住民税所得割非課税世帯に
２万円を給付する佐久穂町県物価高特別対策支援金
支給事業の２つの事業については、対象世帯へ関係
書類を郵送しました。申請期限は４月末までとなっ
ています。さらに２事業の対象世帯で、18歳まで
の子どものいる世帯に対して、一人当たり２万円を
子ども加算として支給します。

中小企業振興資金
原油価格物価高騰対策資金
　原油価格及び物価の高騰の影響により事業
活動に影響を受け、事業資金を必要とする町
内の中小企業者または小規模事業者の皆様を
支援する目的から１月に新たな融資資金であ
る原油価格物価高騰対策資金を創設し、金融
機関と連携して融資を開始しています。

物価高騰対策臨時チケット
2025
　エネルギー・食料品価格等の物価高
騰の影響を受けている町民の皆様の生
活を支援することを目的に、商品券を
発行します。一人10,000円分のチケ
ットを各家庭に順次郵送配布しました。
町内の店舗、事業所、飲食店で利用で
きるもので、利用期間は5月31日ま
でです。

第35回ツール・ド・八ヶ岳2025再開
　新型コロナウイルスの影響により令和元年
を最後に休止しておりました「ツール・ド・
八ヶ岳」を４月13日（日）に「第35回ツール・
ド・八ヶ岳2025」として６年ぶりに開催い
たします。
　会場周辺で午前８時から午後１時頃まで、
通行制限を行います。

千曲病院の運営状況
　全国の医療情勢は医師の働き方改革に基づく労働時間の制限、医薬品類の物価高騰、令和６年度の
診療報酬改定等の影響により、多くの医療機関で収入不足が生じていると考えられます。そのため賞
与等の減額が行われ、職員のストライキに至る病院も実際に現れています。
　公立病院は人事院勧告に基づく大幅な人件費の増額が必要となり、財源となる収入増は病院にも見
込めないことから、赤字決算も予想される状況にあります。千曲病院は、患者数は年々増加傾向にあ
るものの置かれた状況は変わらず、予算案はきわめて厳しい内容となっています。国主導による医療
改革に、さらに当病院も踏み込まざるを得ない状況にあると認識しております。

町長招集あいさつ  ピックアップ33月
定例会

令和７年３月６日～19日

令和７年　第２回（３月）佐久穂町議会定例会　採決結果一覧表
採決日令和７年３月19日

  　　　　　　　　　　議員氏名
　　　議　案

陳情第１号　国保制度の改善を求める陳情書

髙
見
澤
春
野

小
宮
山
雅
則

髙
見
澤
研
二

髙
橋
康
徳

出
浦
修
身

島
﨑
規
子

西
部
元
和

佐
々
木
信
幸

髙
見
澤
利
博

竹
内
達
朗

髙
見
澤
敏
幸

須
田
芳
明

岡
部
尚
樹

○○○××××○×○×××

※「○」は賛成、「×」は反対。議長（石井正行）は採決に加わりません。これら以外は全員賛成で可決・採択となりました。
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国
は
さ
ら
な
る
農
地
の
集
積
、
荒
廃
化
防
止

を
図
る
た
め
、
本
年
３
月
ま
で
に
全
て
の
市
町

村
に
地
域
計
画
の
策
定
を
義
務
付
け
て
お
り
、

当
町
も
３
月
末
の
策
定
期
限
に
向
け
準
備
し
て

い
ま
す
。

問
　
寂
行
く
町
に
な
ら
な
い
よ
う
真
剣
に
取
り

組
む
こ
と
を
願
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
当
町
に
お
い

て
は
、
効
率
的
な
耕
作
が
難
し
い
状
況
か
ら
、

今
後
も
一
定
の
荒
廃
化
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。

　
多
種
多
様
な
農
産
物
に
恵
ま
れ
る
土
地
柄
を

生
か
し
、
農
業
に
従
事
す
る
皆
様
が
生
き
生
き

と
農
業
継
続
で
き
る
よ
う
総
合
計
画
の
施
策
の

方
向
性
を
踏
ま
え
支
援
し
て
参
り
ま
す
。　

 

健
康
管
理
事
業
に
つ
い
て

問
　
健
康
管
理
が
充
実
し
て
い
る
町
と
し
て
、

健
康
管
理
事
業
に
よ
り
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

町
長　
国
は
昭
和
63
年
第
二
次
国
民
健
康
づ
く

り
対
策
で
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い

う
自
覚
を
国
民
一
人
ひ
と
り
に
促
す
と
共
に
行

政
は
そ
れ
を
支
援
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　
当
町
で
も
総
合
健
診
の
実
施
を
は
じ
め
、
各

種
が
ん
検
診
予
防
教
室
の
ほ
か
、
各
種
相
談
事

業
等
に
よ
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
健

康
状
態
を
知
り
、
健
康
管
理
や
健
康
増
進
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

４
年
間
の
町
政
の
検
証
と
今
後

問
　
掲
げ
た
公
約
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
ど
れ
だ
け
進
ん
だ
の
か
。

町
長　
人
づ
く
り
は
８
項
目
、
ま
ち
づ
く
り
は

12
項
目
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
８
項
目
掲
げ
ま

し
た
。
公
約
に
掲
げ
た
項
目
は
何
ら
か
の
着
手

を
し
よ
う
と
試
み
て
き
ま
し
た
。
何
を
も
っ
て

実
現
で
き
た
か
、
で
き
な
か
っ
た
か
を
は
か
る

こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
番
は
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
て
も
、
リ
モ
ー
ト
等
の
可
能

な
手
段
を
駆
使
し
な
が
ら
職
員
だ
け
で
な
く
住

民
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
事
に
当

た
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

公
共
交
通
・
生
活
の
足

問
　
運
転
免
許
を
持
た
な
い
子
ど
も
や
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
と
っ
て
公
共
交
通
は
移
動
の
自
由

の
保
障
で
す
。
今
後
の
需
要
を
考
え
る
と
げ
ん

で
る
号
だ
け
の
運
行
で
は
賄
い
切
れ
な
い
の
で

新
た
な
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

総
合
政
策
課
長　
交
通
体
制
は
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
制
度
の
中
で
は
使

え
な
い
方
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務

と
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る

か
。

総
合
政
策
課
長　
計
画
は
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
で
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

障
が
い
者
の
く
ら
し

問
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
増
設
の
今
後
の
計
画
が

具
体
的
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
令
和
６
年
度
は
全
体
会
議
と

各
部
門
の
会
議
を
合
わ
せ
て
６
回
の
医
福
連
絡

会
で
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
誘
致
に
つ
い
て
は
ど
こ
の
事
業
所
も
専
門

職
の
人
手
不
足
等
の
理
由
で
新
し
い
施
設
の
運

営
に
は
消
極
的
で
す
。

問
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ど
う
い
う
形
が
ベ
ス

ト
な
の
か
真
剣
に
考
え
て
頂
き
た
い
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
ほ
ほ
え
み
」
の
指
定
管
理
期
間
が

終
了
し
た
あ
と
が
心
配
さ
れ
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
公
募
に
よ
る
募
集
を
し
、
必

要
な
準
備
・
手
順
を
踏
み
事
業
者
を
決
め
て
い

く
形
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
募
集
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
場
合
の
こ
と

は
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
今
の
段
階
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

 

教
育
・
子
育
て

問
　
不
登
校
が
増
加
傾
向
の
中
で
中
間
教
室
の

ス
タ
ッ
フ
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長　
令
和
５
年
度
か
ら
１
名
増
員
し
、
２

名
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
多
様
な
学
び
の

シ
ス
テ
ム
、
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。
当
町
で
の
今
の
取
組
み
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

老
健
施
設
の
経
営
に
つ
い
て

問
　
老
健
施
設
経
営
の
厳
し
い
現
状
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

以
降
利
用
率
の
低
下
が
続
き
、
慢
性
的
な
夜
勤

職
員
の
不
足
か
ら
入
所
者
の
利
用
制
限
を
余
儀

な
く
さ
れ
収
益
に
大
き
く
影
響
を
し
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
、
人
件
費
高
騰
の
中
に
あ
り
、
24

時
間
３
６
５
日
体
制
を
支
え
る
介
護
人
材
の
確

保
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
現
状
で
は
定
員
58

名
を
50
人
に
利
用
制
限
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

問
　
民
間
委
託
や
譲
渡
の
考
え
は
。

町
長　
老
健
施
設
は
在
宅
復
帰
を
支
え
る
中
間

施
設
で
あ
り
、
特
養
の
よ
う
な
終
の
棲
家
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
施
設
の
必
要
性
に
鑑
み
近
隣
施

設
等
の
連
携
、
外
国
人
人
材
活
用
の
可
能
性
を

含
め
研
究
検
討
し
改
善
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
職
員
に
は
、
こ
う
い
っ
た
施
設
が
あ
る
強
み

を
将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
て
い
く
覚
悟
を
ぜ
ひ

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

農
業
と
荒
廃
農
地
に
つ
い
て

問
　
荒
廃
農
地
と
遊
休
農
地
の
推
移
状
況
と
増

加
防
止
策
は
。

町
長　
遊
休
荒
廃
農
地
は
、
令
和
５
年
時
点
で

７
４
５
ha
で
あ
り
、
10
年
間
で
1.7
倍
に
増
え
て

い
る
状
況
で
す
。

　
荒
廃
化
防
止
の
た
め
、
中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
国
、

県
、
町
の
補
助
事
業
に
基
づ
く
地
域
の
共
同
作

業
に
よ
り
、
地
域
の
保
全
管
理
を
促
進
し
、
営

農
継
続
の
基
盤
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

問 問

問 問町
長

町
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

問

問

問

町
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

町
長

問町
長

町
長

問問問教
育
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

４

一般質問　３月定例会

掲
げ
た
公
約
は
ど
れ
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
ん
だ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
見
澤　

春
野

町
長　

何
を
も
っ
て
実
現
で
き
た
か
を

は
か
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

老
健
施
設
経
営
の
厳
し
い
現
状
か
ら

　
　
　
　
　
民
間
委
託
や
譲
渡
の
考
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
山　

雅
則

町
長　
譲
渡
に
し
ろ
、
委
託
に
し
ろ
、
や
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
施
設
と
考
え
ま
す
。

一
般

質
問

掲げた公約はどれだけ進んだか

町長「何をもって実現できたかをはかることは難しいです。」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙見澤 春野 議員

コミュニティの課題は何か?

町長「いかに持続させ、時代に合わせて進化できるかと考えま

す。」      　　須田 芳明 議員

住宅政策をどう評価するか

町長「空き家対策では一定の評価を上げています。民間賃貸

住宅建設補助は時間を要します。」 　　出浦 修身 議員

産業としての農業今後の町の考えは

町長「自分は生きていないであろう未来のこの集落のことを

ぜひ考えて下さい。」   　　島﨑 規子 議員

千ヶ日向総合グラウンド附帯設備の改修は

教育長「今後整備を進めていく計画となっています。」 

髙見澤 敏幸 議員　

３月定例会一般質問（令和７年３月13・14日）

た
か
み
さ
わ 

　
　
　   

は
る
の

こ
み
や
ま
　
　
　  

ま
さ
の
り

次世代への農地継承を進めるには

町長「地域全体で担い手農家を支えていきます。」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 信幸 議員

老健施設経営の厳しい現状から民間委託や譲渡の考えは

町長「譲渡にしろ、委託にしろ、やめることはできない施設

と考えます。」   　　　　小宮山 雅則 議員

８年間の町政運営をどう評価するか

町長「様々取り組みましたが、終わりはありません。」 

竹内 達朗 議員　

定
例
会
に
お
い
て
、
地
方
議
員
は
自
治
体
の
施
策

に
関
し
、
状
況
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
通
告
を

し
た
上
で
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
各
議
員
の
一
般
質
問
の
、
質
問
と

答
弁
の
み
の
抜
粋
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
佐
久
穂
町
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
音
声
デ
ー

タ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



７

町人会主催の料理教室

問　
町
の
歴
史
に
残
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
経
験
し
ま
し
た
。
評
価
と
残
さ

れ
た
課
題
は
何
か
。

町
長　
新
庁
舎
の
建
設
、
道
の
駅
、
佐
久
穂
町

交
番
の
新
設
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
人

的
支
援
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
紛
失
で
は
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
に
つ
い

て
認
識
と
実
践
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
で
十
分
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

 

職
員
の
任
用
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

問　
育
成
と
い
う
点
で
非
正
規
化
に
つ
い
て
は

懸
念
が
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
非
正
規
化
を
進
め

な
い
考
え
は
。

町
長　
民
間
が
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
、
の
流

れ
の
中
で
一
定
の
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

総
務
課
長　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善

は
年
々
進
ん
で
い
ま
す
。
正
規
職
員
の
確
保
に

努
め
な
が
ら
、
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
に
も

可
能
な
限
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　
学
校
応
援
団
へ
の
役
場
職
員
の
参
加
を
促

す
考
え
は
。

教
育
長　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
佐
久
穂
教
育
の
３

本
柱
の
ひ
と
つ
で
、
ふ
る
さ
と
学
習
と
し
て
、

職
業
体
験
や
福
祉
体
験
等
を
重
ね
、
ふ
る
さ
と

の
発
展
と
自
分
の
生
き
方
を
結
び
つ
け
た
職
業

観
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
学
校
応
援
団
の
登
録
者
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
の
外
出
の
自

粛
な
ど
が
主
な
原
因
で
す
。
引
き
続
き
募
集
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長　
業
務
に
支
障
が
な
け
れ
ば
可
能
な

範
囲
で
有
給
休
暇
が
と
れ
る
体
制
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

第
２
次
総
合
計
画
な
ど
の
進
捗
は

問　
ふ
る
さ
と
納
税
、
移
住
促
進
、
農
業
政
策
、

経
済
活
動
に
つ
い
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の
総
合
計
画
で
の
目
標

は
超
え
て
い
ま
す
。
移
住
促
進
も
目
標
を
ほ
ぼ

達
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。
関
係
人
口
の
創
出

を
目
指
し
て
町
人
会
「
未
来
の
ふ
る
さ
と
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

産
業
振
興
課
長　
農
地
利
用
地
域
計
画
は
４
月

以
降
、
意
欲
的
な
地
域
を
先
行
さ
せ
る
形
で
随

時
話
し
合
い
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　
町
人
会
の
活
動
と
し
て
は
、

10
月
に
リ
ン
ゴ
の
葉
摘
み
体
験
、
３
月
25
日
に

は
、
料
理
教
室
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

問　
大
日
向
小
学
校
が
開
校
さ
れ
６
年
と
な
る

が
、
住
宅
不
足
は
改
善
さ
れ
て
な
い
。
町
で
も

幾
多
の
住
宅
政
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

町
長　
住
宅
政
策
を
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
雁
明
団
地
の
販
売
も
３
区
画
販
売
で

き
、
空
き
家
対
策
は
事
業
全
体
で
１
１
３
件
、

３
５
０
０
万
円
の
実
績
と
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
一
方
、
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
補

助
事
業
は
、
実
施
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
川

久
保
地
区
で
４
棟
が
建
設
中
で
す
。

問　
空
き
家
対
策
で
も
令
和
５
年
度
以
降
、
解

体
や
改
修
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
何

が
原
因
と
考
え
る
か
。

総
合
政
策
課
長　
様
々
な
原
因
が
あ
り
、
一
概

に
こ
れ
が
原
因
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。　
　

問　
小
さ
い
改
修
で
貸
せ
る
物
件
が
少
な
く
な

り
、
賃
貸
に
は
政
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

総
合
政
策
課
長　
こ
の
事
業
は
町
単
独
の
事
業

で
、
財
源
の
手
当
が
出
来
な
い
と
な
か
な
か
難

か
し
い
と
思
い
ま
す
。

問　
他
町
村
の
事
例
で
も
改
修
工
事
に
１
０
０

万
円
、
購
入
と
改
修
に
１
５
０
万
円
の
事
例
も

あ
る
。
６
月
補
正
で
思
い
切
っ
た
強
化
を
要
請

し
た
い
。
町
の
稲
作
農
業
の
継
続
と
、
果
樹
や

花
卉
な
ど
特
産
品
の
生
産
振
興
を
ど
う
進
め
る

か
。

町
長　
町
で
は
優
良
農
地
が
荒
廃
化
す
る
前
に

担
い
手
農
家
に
集
約
、
集
積
す
る
「
地
域
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
産
品
振
興
策
は

プ
ル
ー
ン
を
は
じ
め
果
樹
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
、
担
い
手
確
保
に
果
樹
農
家
研
修
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
花
卉
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
も

連
携
し
こ
れ
か
ら
も
生
産
振
興
を
検
討
し
ま
す
。

問　
地
域
計
画
を
早
急
に
進
め
る
に
、
複
数
の

集
落
支
援
員
任
用
等
を
行
い
「
計
画
作
成
チ
ー

ム
」
を
作
り
、
事
業
を
進
め
て
は
。

産
業
振
興
課
長　
集
落
支
援
員
の
任
用
も
な
か

な
か
難
し
い
現
状
で
す
が
、
新
年
度
も
予
算
を

計
上
し
事
業
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

問　
町
税
が
合
併
後
20
年
殆
ど
横
ば
い
で
増
え

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
創
業
支
援
や
企
業
誘
致

策
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

町
長　
平
成
29
年
か
ら
の
創
業
実
績
は
41
件
で
、

う
ち
20
件
は
町
独
自
の
政
策
で
創
業
し
て
い
ま

す
。
企
業
誘
致
条
例
に
よ
る
誘
致
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
道
の
駅
八
千
穂
高
原
の
開
業
も
新

た
な
雇
用
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

問　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
等
、
時
代
に
合

わ
せ
た
企
業
誘
致
策
の
検
討
に
つ
い
て
は
。

産
業
振
興
課
長　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問町
長

問総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

問

問

町
長

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

問問

問

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

教
育
長

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

６

一般質問　３月定例会

生涯学習館茂来館ロビー

問　
移
住
希
望
者
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
成
果
を
上
げ
た
と
考
え
る
か
。

町
長　
人
口
減
少
の
中
、
移
住
者
の

受
入
れ
は
重
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ

り
、
子
供
の
声
が
集
落
に
あ
る
こ
と

で
、
集
落
も
明
る
く
な
り
ま
す
し
、

も
と
も
と
住
ん
で
い
た
人
も
元
気
に

な
り
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　
地
域
の
行
事
に
出

る
と
か
、
お
て
ん
ま
を
や
る
だ
と
か
、

そ
う
い
う
中
か
ら
自
然
に
地
域
と
の

　
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
　
経
済
の
変
化
、
環
境
の
変
化
が

あ
る
な
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
思
い
で
政
策
を
行
っ

て
き
た
か
。
若
者
が
未
来
に
希
望
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
を
築
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　
外
か
ら
来
る
人
や
次
世
代
に

と
っ
て
も
、
財
産
と
な
る
よ
う
、
大

切
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
や
文

化
の
交
流
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
が

未
来
に
向
け
て
発
展
す
る
こ
と
で
こ

う
し
た
自
然
環
境
の
豊
か
さ
、
知
性

と
調
和
し
た
住
環
境
、
活
力
あ
る
産

業
の
創
造
に
よ
り
、
そ
こ
に
住
む
人

々
の
心
を
豊
か
に
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
元
気
で
笑
顔
で
住
民

一
人
一
人
の
顔
が
見
え
、
ぬ
く
も
り

を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る
ふ
る
さ

と
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

問　
町
の
農
業
振
興
の
成
果
は
何
だ

と
考
え
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
町
の
特
産
品
と
し

て
プ
ル
ー
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
を

進
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
の
生
産

振
興
作
物
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
い
う

と
こ
ろ
が
一
つ
の
成
果
か
と
思
い
ま

す
。

問　
道
の
駅
の
成
果
と
課
題
は
。

町
長　
元
請
け
そ
の
も
の
が
地
元
事

業
者
に
30
億
円
で
始
め
て
い
る
と
い

う
そ
の
時
点
で
経
済
効
果
は
築
か
れ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
状
は
、
運
営
事
業
者
が
町
へ
支

払
う
純
利
益
の
10
％
に
つ
い
て
は
、

開
業
年
度
と
、
翌
年
度
は
、
契
約
当

初
か
ら
免
除
で
あ
り
、
現
在
は
免
除

期
間
内
で
準
備
段
階
と
考
え
、
ま
だ

１
年
経
っ
て
い
な
い
、
売
る
も
の
が

な
い
、
１
番
厳
し
い
冬
の
段
階
で
、

収
支
に
関
す
る
意
見
等
に
触
れ
る
こ

と
は
、
運
営
事
業
者
に
対
し
て
の
信

頼
関
係
も
含
め
て
、
失
礼
だ
と
考
え

ま
す
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
協
定
に

基
づ
く
実
績
報
告
、
お
客
様
や
住
民

の
皆
様
か
ら
の
御
意
見
、
通
年
で
の

営
業
を
し
た
結
果
等
か
ら
具
体
的
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
度

の
全
事
業
が
支
払
い
ま
で
完
了
し
、

全
て
が
確
定
し
た
後
に
、
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
茂
来
館
な
ど
の
施
設
利
用
に
関

す
る
運
用
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

教
育
長　
佐
久
穂
町
生
涯
学
習
館
条

例
に
基
づ
き
、
利
用
時
間
が
午
前
午

後
夜
間
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

生
涯
学
習
課
長　
茂
来
館
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
団
体
や
個
人
が
、
実
際

に
利
用
し
た
い
時
間
帯
と
合
わ
な
い

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
茂
来

館
な
ど
の
施
設
利
用
に
関
す
る
運
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
皆
様

の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

８
年
間
の
町
政
運
営
を

　
　
　
　
　
　

ど
う
評
価
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

達
朗

町
長　

様
々
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
終

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

町
長

す  

だ
　
　
　
　
よ
し
あ
き

た
け
う
ち
　
　
　
た
つ
ろ
う

住
宅
政
策
を
ど
う
評
価
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
浦　

修
身

で
う
ら
　
　
　
　
お
さ
み

町
長　

空
き
家
対
策
で
は
一
定
の
評
価

を
上
げ
て
い
ま
す
。
民
間
賃
貸
住
宅
建

設
補
助
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

町
長
問

教
育
長

問

問

町
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

町
長
　
い
か
に
持
続
さ
せ
、

時
代
に
合
わ
せ
て
進
化
で

き
る
か
と
考
え
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
　

課
題
は
何
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

須
田　

芳
明

問

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長



荒廃地のセイタカアワダチソウ

９

空き家の庭に広がるアレチウリ

 

中
学
校
の
合
同
部
活
動

問　
令
和
６
年
度
の
活
動
状
況
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
。

教
育
長　
４
月
か
ら
は
８
部
活
1
7
2
名
、
指

導
者
30
名
で
ス
タ
ー
ト
、
３
年
生
が
抜
け
た
11

月
の
新
人
戦
以
降
は
９
部
活
1
2
4
人
、
指
導

者
38
名
で
活
動
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
４
中
学
校

で
定
期
テ
ス
ト
や
行
事
等
の
調
整
や
、
５
時
間

授
業
で
切
り
上
げ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、
平
日

の
練
習
も
５
回
行
い
、
生
徒
に
は
と
て
も
好
評

で
し
た
。
移
動
に
は
町
村
所
有
の
バ
ス
等
を
利

用
し
ま
し
た
。

　
南
佐
久
郡
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
町
村

を
超
え
た
活
動
は
全
国
的
に
も
余
り
例
が
な
く

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
視
察
の
受
け
入
れ
は
11
回
で
、
遠
く
は
岡
山

県
や
高
知
県
、
山
形
県
等
よ
り
お
越
し
頂
き
ま

し
た
。
講
演
の
依
頼
は
８
回
あ
り
、
静
岡
県
、

北
海
道
、
岐
阜
県
、
広
島
県
、
香
川
県
等
で
講

演
を
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
地
域
で
も
大
変
に

苦
労
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
徒
た
ち
の

た
め
に
、
南
佐
久
の
取
組
を
よ
り
充
実
さ
せ
全

国
に
向
け
て
発
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
令
和
７
年
度
以
降
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長　
今
年
度
に
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
体
制
整
備
事
業

に
応
募
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
活
動
回
数
を

年
間
24
回
か
ら
40
回
に
増
や
す
計
画
を
し
て
い

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
文
化
芸
術
創

造
と
部
活
動
改
革
に
つ
い
て
の
実
行
会
議
で
は
、

令
和
７
年
度
以
降
の
次
の
６
年
間
を
新
た
な
推

進
期
間
と
し
て
設
け
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
動
向
に
も
注
視
、
参
考
に
し
な
が

ら
今
後
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
吹
奏
楽
部
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す

る
の
か
。

教
育
長　
吹
奏
楽
部
員
の
減
少
は
南
佐
久
４
中

学
校
で
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
合
同
で
の
練
習
に
は
楽
器
の
移
動

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
運
動
部
以
上
に

気
を
使
う
面
が
あ
り
ま
す
。

　
音
楽
の
先
生
か
ら
も
、
本
当
に
困
っ
て
い
る

と
い
う
話
も
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

た
ち
が
や
り
た
い
文
化
芸
術
活
動
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

 

千
ヶ
日
向
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

問　
ト
イ
レ
・
管
理
棟
な
ど
の
附
帯
設
備
を
早

急
に
改
修
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
改
修
整
備
の

必
要
性
を
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
整
備

方
針
が
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
既
に
実
施
計
画
に
登
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

整
備
方
針
が
決
ま
り
次
第
、
関
連
予
算
を
計
上

し
ま
す
。

問　
現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
有
効
的
に
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
国
道
上
の
案
内

看
板
も
あ
わ
せ
て
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
体
育
施
設
条
例
の
改
定
も
行
い
ま

す
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な

り
ま
す
。
 

荒
廃
農
地
の
現
状
と
農
地
利
用
地
域

 

計
画
の
現
状
は

問　
町
内
の
水
田
畑
地
の
総
耕
地
面
積
と
、
荒

廃
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長　
令
和
２
年
の
耕
地
面
積
は
全

体
で
1
2
1
0
ha
で
す
。
う
ち
経
営
耕
作
面
積

は
4
9
2
ha
で
、
10
年
前
に
比
べ
1
8
2
ha
、

率
に
し
て
23
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

全
国
や
長
野
県
平
均
を
倍
以
上
上
回
っ
て
お
り
、

当
町
の
荒
廃
化
は
大
変
著
し
い
状
況
で
す
。
特

に
水
田
は
41
％
減
少
し
て
お
り
、
水
田
の
荒
廃

化
が
高
い
状
況
が
見
て
取
れ
ま
す
。
直
近
の
令

和
５
年
で
は
、
7
4
5
ha
の
遊
休
農
地
の
う
ち

再
生
不
可
能
な
農
地
が
4
7
8
ha
（
65
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
山
手
の
不
整
形
で
狭
く
、
日
当

た
り
の
悪
い
農
地
の
荒
廃
が
進
む
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

問　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
農
地
整
備
事
業
の
詳
細
は
。

建
設
課
長　
か
ね
て
よ
り
酪
農
家
の
皆
さ
ん
よ

り
飼
料
作
物
を
耕
作
す
る
た
め
の
農
地
造
成
の

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
よ
り
検
討
を
始
め
、
荒
廃
農
地
を
活
用
し
酪

農
家
の
多
い
千
代
里
地
区
に
決
定
し
、
現
在
は
、

使
用
を
希
望
す
る
野
菜
農
家
の
皆
さ
ん
も
加
わ

り
、
区
画
の
在
り
方
、
誰
が
ど
こ
を
使
う
の
か

の
協
議
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
尚
、
１

割
の
受
益
者
負
担
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　
農
地
利
用
地
域
計
画
の
進
捗
は
。

産
業
振
興
課
長　
公
告
縦
覧
、
意
見
聴
取
の
期

間
が
終
わ
り
、
町
内
14
地
区
の
計
画
を
３
月
末

に
告
示
予
定
で
す
。
今
後
、
各
地
区
の
地
域
計

画
の
話
し
合
い
の
状
況
に
よ
り
見
直
し
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
現
在
４
地
区
で
話
し
合
い
が
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
帰
化
植
物
に
お
け
る
町
の
方
向
性
は
。

産
業
振
興
課
長　
放
置
し
て
お
く
こ
と
で
周
辺

農
地
へ
の
害
虫
被
害
や
野
生
動
物
の
棲
み
か
と

な
る
な
ど
の
悪
影
響
が
発
生
し
ま
す
。
農
地
所

有
者
に
よ
る
草
刈
り
等
の
適
切
な
農
地
管
理
を

お
願
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
税
務
課
長　
現
在
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
外
来
生
物
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
「
外
来
種
の
被

害
予
防
３
原
則
」
を
住
民
の
皆
様
に
は
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問　
町
と
し
て
農
業
の
今
後
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
住
民
に
は
、
町
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な

要
求
を
す
る
権
利
が
当
然
あ
り
ま
す
。
逆
に
、

住
民
の
皆
様
に
も
地
域
へ
の
義
務
と
責
任
が
あ

る
は
ず
で
す
。
自
分
自
身
が
こ
こ
で
生
き
て
い

く
た
め
に
、
自
分
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

こ
の
地
域
を
ど
う
し
た
い
の
か
。
自
分
が
も
う

生
き
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
未
来
の
、
こ
の
集
落

の
こ
と
を
ぜ
ひ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

問

問

問

問

問 建
設
課
長

問

問

問

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問 問

住
民
税
務
課
長

住
民
税
務
課
長

一般質問　３月定例会

８

旧佐久西小学校

問　
耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
ず
次
世

代
の
農
業
の
担
い
手
に
農
地
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
。
国
の
方

針
で
農
地
利
用
地
域
計
画
作
成
中
の

今
こ
そ
、
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
町
民
に
呼
び
か
け
農
地
継
承
の
気

運
を
高
め
、
世
代
交
代
の
風
を
起
こ

し
て
ほ
し
い
が
。

町
長　
国
の
指
針
に
沿
っ
て
、
地
域

全
体
で
担
い
手
農
家
を
支
え
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

町
長　

地
域
全
体
で
担
い

手
農
家
を
支
え
て
い
き
ま

す
。リ

ー
ダ
ー
と
し
て
は
学
び
を
深
め
、

人
格
を
高
め
る
こ
と
、
修
身
が
大
事

だ
と
思
う
に
至
っ
て
い
ま
す
。

問　
集
約
化
が
進
ま
な
い
農
地
は
、

少
量
多
品
種
で
狭
い
農
地
で
も
収
益

を
上
げ
ら
れ
る
有
機
農
業
に
活
用
す

る
な
ど
、
慣
行
農
業
と
共
に
有
機
農

業
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。
農

地
の
有
効
利
用
、
ま
た
移
住
促
進
の

政
策
を
進
め
る
た
め
に
も
有
機
農
業

の
振
興
は
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
国
の
「
み
ど
り
の
食
糧
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
で
は
有
機
農
業
の
農
地

の
割
合
を
25
％
に
と
い
う
目
標
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
有
機
農
業
・

慣
行
農
業
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
数
値
目
標
に

縛
ら
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
者
の

意
向
に
沿
っ
た
支
援
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
資
材
高
騰
な
ど
で
、

有
機
農
業
で
も
少
量
多
品
種
で
は
収

益
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
と
聞
い
て

い
ま
す
。
あ
る
程
度
の
規
模
拡
大
は

必
要
か
と
思
い
ま
す
。
有
機
野
菜
の

担
い
手
確
保
の
さ
ら
な
る
拡
充
の
可

能
性
は
、
行
政
の
思
惑
ば
か
り
で
は

な
く
、
J
A
や
生
産
者
な
ど
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
な
い
と
、
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

問　
新
し
く
開
校
す
る
茂
来
学
園
中

高
一
貫
校
の
進
捗
状
況
と
、
町
の
連

携
は
。
私
学
助
成
の
考
え
は
。

総
務
課
長　
校
舎
本
体
か
ら
独
立
し

た
不
要
施
設
の
撤
去
、
カ
ラ
マ
ツ
や

鉄
平
石
な
ど
町
産
材
の
提
供
、
ア
ス

ベ
ス
ト
除
去
へ
の
補
助
金
（
国
庫
負

担
）
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
県
と
の
調
整

な
ど
に
関
わ
り
、
令
和
８
年
４
月
の

開
校
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長　
大
日
向
小
中
学
校
は
、
佐

久
穂
小
中
学
校
の
教
育
と
相
ま
っ
て

町
の
魅
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
助
成

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
風
等

の
気
象
状
況
や
、
町
内
の
事
件
・
事

故
等
の
情
報
共
有
は
引
き
続
き
し
て

い
き
ま
す
。

問　
食
育
の
観
点
か
ら
、
少
し
ず
つ

で
も
良
い
の
で
有
機
給
食
に
取
り
組

ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
現
在
学
校
給
食
で
は
、
町

内
の
事
業
者
さ
ん
を
中
心
に
食
材
を

購
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
有

機
農
家
さ
ん
も
お
り
ま
す
の
で
、
学

校
給
食
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
栽

培
の
促
進
や
自
校
給
食
の
更
な
る
特

徴
に
も
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
量
に
限
り
が
あ
り
導
入
が
難

し
い
の
も
事
実
で
す
。
食
材
に
つ
い

て
は
、
慣
行
農
業
で
栽
培
さ
れ
た
野

菜
・
有
機
野
菜
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
地

産
地
消
の
観
点
か
ら
で
き
る
限
り
地

場
産
の
も
の
を
使
用
し
て
い
く
考
え

で
す
。

千
ヶ
日
向
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

  

附
帯
設
備
の
改
修
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
見
澤　

敏
幸　

教
育
長　

今
後
整
備
を
進
め
て
い
く
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

問

た
か
み
さ
わ
　
　
　
　
と
し
ゆ
き

産
業
と
し
て
の
農
業

　
　
　
　
　

  

今
後
の
町
の
考
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
﨑　

規
子　

し
ま
ざ
き
　
　
　  

の
り
こ

町
長　

自
分
は
生
き
て
い
な
い
で
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岡部　尚樹
この４年間私にとってとても大切な
日々でした。はじめての体験が多く
いろいろなことをさせてもらいまし
た。やはり人生一生勉強、その通り
だと体験させてもらいました。
それにまずは新しいことに挑戦する
という事はとてもいい事だとおもい
ました。大変いい経験をさせていた
だきました。

須田　芳明
議員として１期４年間を務め、【み
んなで創る 町づくりの実現】を目
指してきました。議会の活性化では、
報告会、意見交換会の企画、町民と
の意見交換会を実施し、自身の一般
質問は16回、延べ162人の皆様に傍
聴して頂きました。ご支援頂いた皆
様に感謝すると共に、この活動が未
来の力になればと思います。

髙見澤　敏幸
議会内では総務文教常任委員長、議
会運営委員、広報特別委員などを、
また佐久環境衛生組合議会では下水
道常任委員長として忙しくも充実し
た４年間でした。皆様の意見を聞き
ながら一般質問などに取り組めたこ
とはとても良い経験だったと感じて
います。

竹内　達朗
この４年間は無我夢中でした。一般
質問の大変さも実感しました。毎回、
時間との闘いであり、もの足りなさ
を残す結果でした。それでも毎回質
問に立てたことには安どしています。
議会改革は、常に着実に取組むべき
課題だと考えています。

髙見澤　利博
支持者の皆様に支えて頂き、一期４
年無事に務めさせて頂きました。　
その間一般質問においては54項目
について質問させて頂き、町政に改
革・対策・要望等々を訴えさせて頂
きました。
まだまだ 課題は山積しております。
今後も小さな声を形に変えて行ける
取り組みをして参ります。

佐々木　信幸
議員初体験の４年間は、無我夢中で
走り続けてきたという印象です。町
の総合計画や資料を渡され説明を受
けたときは、冷や汗が出ました。そ
れまで仕事のことしか考えなかった
自分が、町政に思いを巡らし頭を悩
ませ一般質問などに取り組んだのは、
得難い経験だったと感じています。

西部　元和
議会活動活性化の４年間でした。委
員会構成再編、議会だよりの充実、
議会活動の企画立案・運営、佐久穂
小中学校との連携と、具体性をもっ
て地道に働いた議会議員であったと
自負しています。これも住民の皆さ
まをはじめ、各所関係の方々のおか
げです。心より感謝いたします。

島﨑　規子
２期目が終わり、この間ご支援くだ
さいました皆様に心より感謝を申し
上げます。議会改革の渦中にあって
充実した４年間でした。「チーム佐
久穂議会」として活動を共にしてい
ただいた議員の皆様と事務局職員の
方々に御礼申し上げます。８年間議
員として活動できたこと全てに感謝
のみです。

石井　正行
この４年間、議長として責務を果た
し、議論の円滑な進行と公正な運営
に努めてまいりました。町民の皆様
の声を尊重し、議会基本条例に基づ
き議会改革の実現に向けて尽力した
ことは、大変意義深い経験でした。
多くの方々の支えに感謝し、今後も
地域発展のために貢献してまいりま
す。

出浦　修身
４年間は議長や議員各位と協力し、
委員長として議員定数や報酬に結論
をつけ、議会報告会や意見交換会な
ど議会改革を一歩前進させました。
政策提案出来る議会等、やり残した
ことは次期の皆さんで。個人的には
全16回の一般質問をし、まちづく
りに全力を尽くしました。

髙見澤　研二
数年前から自分の行動について、過
去を振り返りそれを自ら評価する事
はしないことにしています。過ぎ去
ったことをあれこれ言っても仕方あ
りませんから。
「今何をすべきか」に意識を集中し
て物事を行い、結果はすべて自己責
任として受け入れる。これからもこ
うして生きていきます。

髙橋　康徳
１．コロナ禍の中で始まった任期で
あり、リモート会議等を行っていた
期間から、随分時間が経ったように
感じます。
２．時代の変遷についていくのが難
しく感じ、柔軟性が持てず自身の考
える理想と現実の乖離を感じた四年
間でした。

小宮山　雅則
議員３期目は、監査委員のほか経済福
祉常任委員会、議会運営委員会、議会
改革特別委員会、議会活性化特別委員
会、道の駅特別委員会の委員となり、
忙しくも充実した議員最後の４年間で
した。その中で「開かれた議会」の取
り組みとして議会報告会、町民との意
見換会や交流会など実施できたことが
良かったと思っています。

髙見澤　春野
４年前は、被災後、仮住まいからの
出発でした。被災を経験し、防災・
減災がいかに重要かを知りました。
誰もが安心して暮らせるあたたかい
町にと、活動をしてきました。議員
の経験は長くても、この４年間は気
付きの連続でした。多くの方に支え
ていただいたことに感謝申し上げま
す。

議会４年間を振り返って
令和３年４月就任からの思いをお伝えします！
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２月９日（日）

議会活動
１月27日（月）

佐久市議会
　合同研修会
　　　（佐久市浅間会館）

Whatʼs 地方議会？（茂来館小会議室）

１月24日（金）

　小海町議会
　  合同研修会
　　　（佐久穂町庁舎ほか）
はじめて隣の小海町議会と
の交流会・研修会を佐久穂
町議会から呼びかけて実現
しました。まず、道の駅八
千穂高原で駅長などから概
要を説明いただき、見学し
ました。続けて、改修が終
了したばかりの奥村土牛記
念美術館にて視察、その後、
佐久穂町庁舎にもどり、公職選挙法についての合同研修
会を行いました。

毎年行われる佐久市議会との合同研修会は、
今年度は佐久市に企画運営していただきまし
た。佐久総合病院統括院長の渡辺仁氏をお迎
えし、佐久の地域医療について講演していた
だきました。佐久総合病院の歴史から解説し
ていただき、現状の課題を踏まえた今後の佐
久地域の医療体制についてお話を聞くことが
できました。

初めて、議会活性化特別委員会の独自企画として実施しまし
た。小学生２人、中学生７人、高校生３人、おとな５人と参
加者は多世代におよびました。クイズを活用しながら佐久穂
町議会のこと、参政権のことを知ってもらえるようにしまし
た。参加した選挙権を得たばかりの18歳の高校生は「町議会
が身近な存在になるよい機会だった」と感想を語ってくれま
した。その後、おとなの参加者と当日参加した議員による座
談会が行われ、佐久穂町議会に対する素朴な質問が出され、
議会活動についての意見交換が行われました。
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農地造成予定地の一部

委員会活動から 〜委員会審査〜

産業振興課建設課

○令和６年度佐久穂町一般会計補正予算　
問　余地川の浚渫工事をやるような話だったが、そ
　　の後は。
答　余地川や千曲川については、県による施行にな
　　ります。再三、お願いはしており、今年度も要
　　望はしてまいりましたが、県では予算措置中や、
　　河川の状況などで優先順位があり、進まない状
　　況です。

○令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　木造住宅耐震診断事業での補助金と改修補助金
　　はどの位か。
答　診断事業の補助金は88万円で、改修補助金は単
　　価物価上昇により100万円から115万円になっ
　　ております。

問　道の駅が大盛況なのは喜ばしいが、道路や駐車
　　場が大変混雑をしていると苦情が上がっている。
　　把握しているか。
答　町としても、指定管理者と共に考えています。
　　まずは年間を通じてデータを集め、それにより
　　駐車場増設か、臨時駐車場を確保するべきなの
　　か等々を検討して参ります。

問　柳沢・馬越・蛇石地区の荒廃農地造成事業の面
　　積と予算は。
答　予定面積はおよそ10haで、予算は測量・設計
　　費も含めおおむね4500万円を見込んでいます。

○令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　農業次世代人材投資事業補助金500万円が減額
　　になっているが、利用者が無かったのか。
答　この補助金を利用できるのは新規就農者のみで、
　　新規就農１年目と２年目が対象になっておりま
　　す。今回は対象者がおりませんでしたので減額
　　になりました。

問　酪農で３年間就農体験を試みて来た人がいたの
　　に、なぜ辞めてしまったのか理由を把握してい
　　るのか。
答　本人も酪農を継続して行きたいと願っていたの
　　ですが、町内の酪農家の皆さんは後継者がおり、
　　受け入れるところが無かったためです。

問　有害鳥獣報償金の状況はどの位か、佐久穂町内
　　捕獲頭数は。
答　最新の買上報告では1100頭ぐらいの捕獲頭数
　　です。なお、佐久穂町内の捕獲でないと買上は
　　しておりません。

○令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　凍霜害を防ぐために、燃料以外にハウスなどの
　　施設の要望があれば補助対象になるのか。
答　現時点では難しいです。燃焼方法が一番効果が
　　あると言われています。また、防霜ファンであ
　　れば一本立てるのに200万円はかかるので、複
　　数の生産者がまとまることで、国の補助が受け
　　られる可能性があります。

問　ビジターセンターの運営を民間に委託している
　　が、今後、観光協会の業務をどうするのか。
答　セールスプロモーション的なところを民間事業
　　者に関わっていただく中で、今後、観光協会と
　　して担うべき業務を協会内で議論を深めていた
　　だきたいと思っています。

条例案２件・令和６年度補正予算案５件・令和７年度当初予算案７件が付託され、全案件を全員賛成で原
案通り、可決すべきものと決しました。

■経済福祉常任委員会
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千曲病院

○令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　障害福祉サービス給付費が2080万円の増額と
　　大きな補正なっているが、詳しい説明を。
答　毎月の支払いも大きいのですが、令和６年度の
　　報酬改定により不足が見込まれるためです。

問　結婚新生活支援事業が60万円も減額になってい
　　るが、実績はどうなのか。
答　０件でした。夫婦の合計所得が500万円未満等
　　の条件があり、使い勝手が悪いのかと思われま
　　す。

問　条件を緩和して使いやすくすることはできない
　　か。
答　国の補助金ですので、それについては検討が必
　　要かと思います。

○令和６年度佐久穂町介護保険特別会計補正予
　算
問　包括的支援事業費が16万3000円減額になって
　　いる訳は。
答　事業内容は認知症の初期支援委託になります。
　　これは、医療にも介護にもつながっていない人
　　のための支援ですが、他のサービスでカバーで
　　きていて対象になる方がいなかったためです。

○令和６年度佐久穂町病院事業会計補正予算
問　委託費に画像読影費用増とあるが、これは何を
　　委託しているのか。
答　MRI・CTの画像の分析などです。

○令和７年度佐久穂町病院事業会計予算
問　今年度予算では医業収益が減って、介護収益な
　　どで補填しているように見えるが。
答　医業収益は増えています。今年度は昨年よりも
　　現実的な予算組をして規模が小さくなったため
　　に、予算額が減っているということです。

問　地域を意識したサプライチェーン（地産地消）
　　とあるが、何処と契約をしているのか。
答　お米は、JA佐久浅間から佐久穂産を購入してお
　　ります。野菜は町内のお店からできるだけ購入
　　しており、消耗品も同様に心がけています。

○佐久穂町老人保健施設条例の一部を改正する
　条例の制定について
問　老人保健施設の訪問リハビリテーションを廃止
　　するとあるが利用者が居ないと言うことなのか。
答　専門職員の退職で、人員の確保ができず、外に
　　出て行う事業が非常に困難になってしまいまし
　　た。また、千曲病院など、他でも訪問リハビリ
　　テーションを実施しているため、老人保健施設
　　での利用希望も少なくなってきています。

問　老健から自宅へ戻った人へのケアは大事だと思
　　うが。
答　職員不足の現状では、手を広げず入所者・通所
　　者への対応に力を注ぎたいと考えています。

○令和７年度佐久穂町老人保健施設特別会計予
　算　
問　時間外手当が、昨年よりも増えているが理由は。
答　今年から、職員が勉強会に参加した時も休日出
　　勤をした時と同様に一律に支払うようにしたた
　　めです。

健康福祉課

老人保健施設
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あなたの声を聞かせて！
　広報特別委員会では、議会改革
の活動の一環として議会だよりに
ハガキを添付することにしました。
町民の皆さまと一緒に佐久穂町議
会をつくっていくため、ご意見や
ご要望をお寄せいただきたいと思
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委員会活動から 〜委員会審査〜

〇令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　非常備消防費で手当てが５００万円の減額にな
　　っている。最近、山林火災が多く、広報や啓発
　　が必要になっているのでは。
答　火災・水防関係の出動日数が少なかったため減
　　額となっています。大船渡の火災に続いて上田
　　市で火災が発生、３月で火災予防期間中であり、
　　生放送でインパクトを与えてきました。ご提案
　　を参考に火災に備えていきたいと思います。

〇令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　消防団員の退職報償金が計上されているが、何
　　名の退団者を見込んでいるのか。
答　昨年並みの27名を見込みました。新入団員の確
　　保が難しくなってきています。

問　非常備消防予算でLED投光器の購入台数と配置
　　予定は。
答　本部に１台、各分団に２台ずつの15台です。背
　　負式の軽量タイプを予定しています。

条例案９件、令和６年度補正予算案４件、令和７年度予算案４件、その他案１件が付託され、全案件を全
員賛成で原案通り可決すべきものと決しました。陳情１件については賛成少数で不採択とすべきものと決
しました。

■総務文教常任委員会

総務課 こども課

〇令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　特別支援学級について、どの部屋を充てるのか。
答　小学校棟の２階にある教室を充てる予定です。

〇令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　各保育園に臨時保育士と保育補助員の予算があ
　　るが、違いは何か。
答　保育士は有資格者となりますが、補助員は無資
　　格者の雇用で資格がなくてもできる作業をして
　　いただきます。

問　今度、小中学校でリースするのはタブレットな
　　のか。
答　タブレットを予定しています。なお、５年前は、
　　各市町村に端末の機種の選定は任されていまし
　　た。今回は長野県の行う共同調達とし、補助金
　　を活用する予定です。

問　小・中学校通信ネットワーク速度改善工事によ
　　り、充分に改善は見込まれるのか。
答　アセスメント調査の改善提案書に基づき改修工
　　事を行いますので、改善を見込んでおります。

住民税務課

総合政策課

〇令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　奥村土牛記念美術館の電気料減額の理由は。
答　基本料金が上昇しないよう、効率的に使用した
　　結果です。

〇令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　元気が出る公園で測量設計監理委託料だけが計
　　上されているが、工事は行わないのか。
答　工事は令和８年度に実施予定です。開園から32
　　年が経過し、高圧ケーブル等の交換が急務であ
　　ることから、テニスコート照明のLED化工事を
　　含んだ低圧への切り替え工事を実施予定です。
　　多額の工事費になるため、令和７年度は国の補
　　助金を充てるよう申請に必要な資料の作成のた
　　めに設計監理委託料を計上しました。

問　メリアホールの移動観覧席修繕費で４年計画の
　　３年目との説明であったが、年度ごとの修理内
　　容は。
答　１年目は、シーケンサーユニットの交換、２年
　　目は、ドライブリンクの交換、３年目（令和７
　　年度）は、観覧席の床照明のLED化、４年目は、
　　稼働椅子駆動モーターの更新などとなります。

生涯学習課

〇令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　人権同和対策費で報酬等が減額になっているが
　　その理由は。
答　部落差別撤廃人権擁護審議会報酬15名分を予定
　　しましたが、審議会を開催する重要事項の諮問
　　がなかったため審議会が開催されなかったこと
　　によります。

〇令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　塵芥処理事業でごみ袋の製作費が増額となって
　　いるが、販売価格も上がるのか。
答　販売価格は据え置きとします。15年以上変更せ
　　ずに据え置いてきましたが、物価高騰等の中で
　　そろそろ限界には近づいています。

〇令和６年度佐久穂町一般会計補正予算
問　地方創生臨時交付金が減額となっている。他の
　　事業に充てられないのか。
答　昨年の物価高騰対策給付金のうち、定額減税分
　　の確定による1121万円の減額と、今年度のこ
　　ども加算分の事務費１万４千円追加です。使用
　　目的が決まっていますので他の事業には充てら
　　れません。

〇令和７年度佐久穂町一般会計予算
問　デジタル田園都市国家構想交付金事業の内容は。
答　佐久穂町の主要事業のカラマツについて、継続
　　的な事業、新しい６次産業化を検討しています。
　　令和７年度は現状調査したものを事業化する年
　　となります。

問　新年度で縮小・取りやめた事業はあるのか。
答　地域プロジェクトマネージャー、同窓会補助金、
　　総合政策課の地域おこし協力隊などになります。

問　広報さくほ記事作成事業での委託内容は。
答　最終面「きわめびと」の１ページの取材執筆編
　　集を委託します。
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こ
の
４
年
間
で
、
佐
久
穂
町
議
会
と
し
て
の

議
会
活
動
が
増
え
、
さ
く
ほ
議
会
だ
よ
り
を
通

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

お
伝
え
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見
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ガ
キ
を
つ
け
る
こ
と
で
、
議
会
へ
の
意
見
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も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
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さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
佐
久

穂
町
の
未
来
は
明
る
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
に
佐
久
穂
中
学
校
９
年

生
の
美
術
作
品
を
掲
載
す
る
企
画
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
つ
い
先
日
、
来
年
度
掲
載
す
る
作
品

の
写
真
を
撮
り
に
佐
久
穂
中
学
校
に
行
き
ま
し

た
が
、
こ
の
企
画
が
認
知
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
、

創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
作
品
や
社
会
問
題
に
切

り
込
む
よ
う
な
作
品
が
多
く
み
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
意
識
の
高
さ
に
感
銘
を
受
け
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
自

分
の
く
ら
し
に
直
結
す
る
地
方
自
治
に
関
心
を

持
ち
、
少
し
で
も
議
会
だ
よ
り
を
手
に
取
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う

尽
力
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

途
中
で
は
あ
っ
た

と
し
て
も
、
こ
こ

ま
で
進
ん
で
こ
ら

れ
た
の
は
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん

や
広
報
特
別
委
員

会
の
仲
間
に
支
え

ら
れ
た
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
︵
広
報
特
別
委
員
長
　
西
部
　
元
和
︶

（ 受 取 人 ）

長 野 県 南 佐 久 郡

　　　 佐 久 穂 町 高 野 町 ５ ６ ９

佐 久 穂 町 議 会 事 務 局 行

郵
便
は
が
き

3
8
5
8
7
9
0

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

20
27
年１
月2
4日
まで

（
切
手
不
要
）

佐
久
局
承
認

41
55

キ
リ
ト
リ✂

６月定例会

６月５日（木）から
６月19日（木）を
　  　予定しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
︻
ご
意
見
は

が
き
︼
を
添
付
し
て
約
１
年
。

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
町
政
や
く

ら
し
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
４
年

の
任
期
の
区
切
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
抜
粋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
ご
意
見
ハ
ガ
キ
の
中
で
掲
載
許
可
が
あ
る
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
町
民
の
思
い
や
政
治
的
な
関
心
事
が
感
じ
ら

れ
、
佐
久
穂
町
民
の
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

町
民
の
声

令和6年度3月 佐久穂中学校9年生美術作品
友野瑛太さん

（岩村田高等学校1年）

お
わ
び
と
訂
正

「
さ
く
ほ
議
会
だ
よ
り
79
号
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

P
5
　
髙
見
澤
春
野
議
員
　
一
般
質
問

　
　
下
段
３
行
目　
「
見
直
し
」
↓
「
見
通
し
」

P
15
　
2
0
2
4
R
O
U
T
E
日
本
海

－

太
平
洋
促
進
大
会

　
　
「
シ
ャ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
小
海
」
↓｢

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ 

ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
小
海
」

長野県高校入試定員内不合格をゼロに。

小中学校のインクルーシブ教育の実現を

要望したいと思います。

先細りする人口に大きな建物は本当に好手なのか

疑問ですが、中部横断道がつながった後のことま

で想定して、今を作っていくことに期待します。

空き家問題が解消され
ないのに、新築ばかり
に補助がでるのはいか
がなものか。

移住者ばかりではなくＵターンにも
補助がほしい。

売れれば、お金が落
ちれば、方法は本当
に何でもよいのか、
非常に疑問です。


